
2015年（平成27年）４月１日（水）

　

日/（曜日）

　

　

議案第17号
農地法第3条の規定による
許可申請書について

1件 可

議案第16号

可・否

2件 可

1件 可

件　　　　　　　名 件数

議案第15号 非農地証明について

第15期　第7回総会議題結果報告（平成2７年3月25日開催）

農業委員会  4月予定表

16日
（木）

議案番号

第8回農業委員総会

基盤強化促進法に基づく
利用権設定について

農
業
委
員
会
だ
よ
り

（30号）

執行部会

各種申請締切日

内　　　容

編集・発行　大宜味村農業委員会

10日
(金）

大
宜
味
村

平成27年 4月 1日（ 水 ）

☎０９８０－４４－３４７７

耕
作
さ
れ
た
元
気
な
畑
か
ら
村
の
未
来
が
見
え
ま
す

。

27日
（月）

購読料  ： 月額600円 

         年間購読7.200円 
発  行 ： 毎週金曜日 
申込み  ： 農業委員会事務局 
連絡先 ： 44-3477 担当：住 

農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
に
よ
る
合
議
体
の
行
政

委
員
会
と
し
て
、
農
地
の
権
利
移
動
に
つ
い
て
の
許
認

可
や
農
地
転
用
の
業
務
を
中
心
と
し
た
農
地
行
政
を

執
行
し
て
い
ま
す
。 

今
月
号
か
ら
、
農
地
法
を
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。 

  

農
地
法 

 
 

第
一
章 

総
則 

 

（目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
国
内
の
農
業
生
産
の
基
盤
で
あ
る
農

地
が
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
国
民
の
た
め
の
限
ら

れ
た
資
源
で
あ
り
、
か
つ
、
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
資

源
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
耕
作
者
自
ら
に
よ
る
農

地
の
所
有
が
果
た
し
て
き
て
い
る
重
要
な
役
割
も
踏

ま
え
つ
つ
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
こ
と
を

規
制
す
る
と
と
も
に
、
農
地
を
効
率
的
に
利
用
す
る

耕
作
者
に
よ
る
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
農
地
に

つ
い
て
の
権
利
の
取
得
を
促
進
し
、
及
び
農
地
の
利
用

関
係
を
調
整
し
、
並
び
に
農
地
の
農
業
上
の
利
用
を

確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
耕

作
者
の
地
位
の
安
定
と
国
内
の
農
業
生
産
の
増
大
を

図
り
、
も
つ
て
国
民
に
対
す
る
食
料
の
安
定
供
給
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

大宜味村認定農業者誕生！！    おめでとうございます♪ 
金城満さん（栽培作物オクラレルカ）  

 株式会社 丸海きあら（栽培作物月桃） 

 ３月１６日に大宜味村役場第２会議室に於いて行われた「大宜味村担い手育成総合

支援協議会（会長代理：前田貞夫）」に、２件の申請が有り認定されました。 

これで村の農業認定者は４人となります。 

審査は、申請者が設定した５年間の、農業経営計画が実現可能な内容であるかの書

類審査と現在耕作している畑の現地確認、本人面接を行い農業に対する思いを聞き

取り、今回、認定することが妥当だと決定しました。 
 大宜味村は今後も引き続き農業のプロフェショナルとしての農業者育成に努めます。
認定農業者のメリットは、農業に関する各種事業が受けられますので、関心のある方
は是非産業振興課農政係まで問い合わせ下さい。 

電話：４４－３２３２ 大宜味村産業振興課 農政担当 

・家族経営協定の調印をしました。（今年は３件調印しました。） 
家族経営協定とは、家族農業経営にたずさわる各世帯員が、意欲とやり

甲斐を持って経営に参画できる魅力的な農業経営を目指し、経営方針や

役割分担、家族みんなが働きやすい就業環境などについて、家族間の十

分な話し合いに基づき、取り決めるものです。 

今回は喜如嘉在住のキク農家の比嘉貢野・茜さんの家族経営協定の調

印が行われました。 2人は3月20日に北部農林水産振興センターの農業

改良普及課において、今後の農業経営について決意を述べました。 

その後、それを承認する形で農業改良普及課長が調印しました。 

今後とも2人一緒に話し合って農業経営をますます発展させてください！！ 家族経営協定に調印！ 

認定農業者誕生！ 

 
 

 
 

 
 

 

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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昭
和
５
２
年
、
塩
屋
保
育
所
勤
務
を
ス
タ
ー
ト
に
介
護
保
険
・福

祉
業
務
と
約
四
〇
年
間
、
公
僕
で
あ
る
役
場
の
行
政
業
務
に
携

わ
り
、
最
後
の
仕
事
が
、
村
の
底
力
と
な
る
農
業
、
農
家
育
成
業

務
で
退
職
で
き
る
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

お
陰
様
で
、
私
自
身
、
多
く
の
良
き
隣
人
に
も
恵
ま
れ
、
広
い
視

野
で
大
宜
味
村
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
の
人
生
の

糧
と
し
て
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

農
地
台
帳
整
備
、
農
業
委
員
の
業
務
の
あ
り
方
等
、
多
く
の
課

題
が
有
り
ま
し
た
が
、
前
田
貞
夫
会
長
始
め
、
農
業
委
員
一
人

一
人
が
、
村
の
農
業
振
興
に
繋
げ
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
て
、

研
鑽
し
、
隈
な
く
農
家
、
農
地
を
聞
き
取
り
に
足
を
運
び
、
汗
を

流
し
、
そ
の
結
果
多
く
の
事
業
を
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
村
の
担
い
手
に
お
い
て
は
、
産
業
振
興
課
指
導
の
も
と
、

日
々
農
業
し
て
い
る
ご
つ
い
手
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
農
業
簿
記

を
学
ん
で
い
る
姿
に
こ
れ
ま
で
に
無
い
農
業
の
息
吹
を
感
じ
ま
す
。 

 

小
さ
な
村
に
於
い
て
は
財
政
難
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
物
づ
く

り
で
頑
張
る
農
家
が
増
え
る
こ
と
は
幸
い
で
す
。
業
務
最
後
が

農
業
振
興
に
関
わ
れ
た
こ
と
は
大
変
良
か
っ
た
で
す
。 

長
い
間
色
々
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

悩みはいろいろ！ 
・我が家の畑をこれからどうしよう！ 
・息子に農地を相続させたいけど。 
・農業者の認定も受けたいけど、     
手続きはどうしたら良いの？ 
・地目を転用したいけど。 
・貸したいけど。 
・借りたいけど。 
・買いたいけど。 
・売りたいけど。 
などなど・・・ 
そんな時は、地域の農業委員へ 
相談してみましょう！ 



２０１５年（平成２７年）４月１（水）

  

大
宜
味
村
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
集

積
を
図
る
活
動
を
昨
年
よ
り
進
め
て
い
ま

す
。 

し
か
し
、
大
宜
味
村
の
農
地
地
権
者
の
ほ

と
ん
ど
が
村
外
在
住
で
あ
っ
た
り
、
相
続

が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。 

活
動
内
容
と
し
て
は
、
地
権
者
へ
の
農
地

説
明
会
の
開
催
。 

農
業
委
員
に
よ
る
地
権
者
や
相
続
者
宅
の

訪
問
。 

今
後
の
意
向
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。 

農
地
集
積
へ
の
意
向
が
あ
る
地
権
者
に
は
、

中
間
管
理
機
構
の
し
く
み
な
ど
を
詳
し
く

説
明
し
、
た
く
さ
ん
の
同
意
印
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

連
携
に
よ
る
成
果
と
し
て
、
集
積
さ
れ
た

農
作
業
地
を
地
元
農
家
さ
ん
が
借
受
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

現
在
は
、
喜
如
嘉
土
地
改
良
地
区
の
農
地

を
中
心
に
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
付
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
他
の
地
区
に
お

い
て
も
順
次
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

２
０
１
４
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
に
よ
り
、

農
業
員
会
は
農
地
台
帳
及
び
農
地
地
図
の
作
成
、
整
備

と
と
も
に
こ
れ
を
公
表
し
て
い
く
事
務
が
新
た
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
こ
の
農
地
台
帳
な
ど
の
農
地
情
報
の
公
表

事
務
は
政
令
で
今
年
４
月
か
ら
の
実
施
が
定
め
れ
ら
て

い
る
。
農
地
情
報
の
公
表
は
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
担

い
手
の
減
少
な
ど
を
踏
ま
え
、
新
規
就
農
や
農
業
参
入

を
希
望
す
る
人
に
農
地
情
報
を
提
供
し
て
、
可
能
な
限

り
農
地
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
い
わ
ゆ

る
「証
明
事
務
」で
は
な
く
、
「情
報
提
供
」と
し
て
行
わ

れ
る
。 

 

現
在
、
農
業
委
員
会
で
は
公
表
事
務
の
実
施
に
向
け
て

規
定
の
策
定
や
具
体
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
準
備
が
進

む
。
と
り
わ
け
地
域
の
農
業
者
へ
の
啓
発
・普
及
も
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
よ
り
丁
寧
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

ま
た
農
地
情
報
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
４

月
か
ら
「全
国
農
地
ナ
ビ
」の
名
称
で
サ
イ
ト
の
運
用
が

始
ま
る
。
こ
れ
も
改
正
農
地
法
に
「イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
」が
明
記
さ
れ
、
全
国
農
業
会
議
所
が
事
業
実
施
主

体
と
し
て
、
全
国
の
農
業
委
員
会
の
協
力
を
得
て
開
発

を
進
め
て
き
た
も
の
だ
。 

 

市
街
化
区
域
内
の
農
地
を
除
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農

地
が
公
表
の
対
象
と
な
る
。 

そ
の
内
容
は
地
番
、
地
目
、
面
積
、
賃
借
権
等
の
設
定
状

況
な
ど
、
個
人
情
報
に
該
当
し
な
い
も
の
だ
。 

 

全
国
農
地
ナ
ビ
の
最
終
的
な
目
的
は
改
正
農
地
法
の

趣
旨
に
基
づ
き
、
昨
年
設
立
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
機

構
と
と
も
に
、
農
地
の
借
り
受
け
を
希
望
す
る
担
い
手

な
ど
に
具
体
的
な
農
地
情
報
を
目
に
見
え
る
形
で
提
供

し
、
農
地
の
利
用
状
況
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め

全
国
農
地
ナ
ビ
は
今
後
も
開
発
を
継
続
し
、
農
地
の
借

り
受
け
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
情
報
の
高
度
化
や
迅
速
性

な
ど
の
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

４
月
か
ら
の
農
地
情
報
の
公
表
事
務
は
、
初
め
て
で
あ

り
課
題
も
出
て
こ
よ
う
。
農
業
委
員
会
系
統
組
織
と
し

て
適
切
な
事
務
執
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。 

                  

（全
国
農
業
新
聞
掲
載 

 
 

 
 

           
 

     

Ｈ
２
７
年
３
月
１
３
日
（金
）） 

4
月
実
施
、
適
切
な
事
務
施
行
へ 

農地情報の公表 

今月ご紹介する農家さんは、園 大樹さんです。 

栽培 ： トマト 

品種 ： ぜいたくトマト 
スーパーのサンエーで、「やんばるフルーツトマト」として販売しています。 

特徴は、桃太郎に比べて糖度が高く酸味もきいた新品種のトマトです。 

今回取材に訪れたハウスでは、約350本の栽培がされていました。 

園さんは福岡出身で、青年開発協力隊で訓練を受け農業を学んだそう

です。 

以前から購入していた野菜がとっても美味しく、その生産農家で募集し

ていた記事を見たのが、就農するキッカケとなったそうです。 

「最初は、農業の事を知らずに飛び込んだのでとっても大変だった」と話
してましたが、今は、多くの方に美味しいトマトを食べて頂たいと控えめ

ながらも、意欲的に話して下さいました。 

奥さん、大宜味村へようこそ♪ おめでとうございます！！ 

池原弘昭さんから宮城局長へお花の贈呈 みのり社長から堆肥を農委会長へ贈呈 

農業委員で植え付け作業 

宮城保幸委員と村外地権者 山内委員と地権者 


